
 

 

 
 
 

借上型市営住宅「つつじハイム香川」の契約期間満了への対応について（案）（諮問） 

 

１ 市営住宅の供給について 

 本市の市営住宅は、「茅ヶ崎市営住宅ストック総合活用計画（平成２５年３月策定）」（以下「ス

トック計画」という。）にて目標管理戸数を定め、適正な管理運営を行っています。中でも、借上型

市営住宅は、１DK～３DKの間取りを有したバリアフリー住宅として整備され、高齢者・障がい者・

単身世帯及び多様化する住宅困窮世帯等に対して、幅広く対応しています。 

今後コロナ禍の厳しい経済情勢の中で、低額所得者層が増加すると思われる一方で、本市の人口

及び世帯数は、国の示すストック推計プログラム値から将来的に減少して行くものと予想されます。 

これらの状況を踏まえ、今後の市営住宅の整備にあたっては、ストック計画で「需要に柔軟に対

応できる借上型市営住宅の供給を中長期的な視点から考えていくことが必要。」という方針を定め

ているところです。 

 

２ 市営住宅の課題について 

 令和元年度に、コンフォール茅ヶ崎浜見平第３の新規借上げ住宅が４４戸加わり、ストック計画

で定めた目標管理戸数５３４戸を満足している状況でしたが、令和２年度以降、計画上予定されて

いた香川住宅の新設が未実施のため、目標管理戸数を満たしていない状況となっています。 

 さらに、令和５年３月以降、借上型市営住宅の全１０団地が順次１７年間にわたり、２０年の借

上契約期間の満了を迎えます。現在、「茅ヶ崎市営住宅等長寿命化計画（平成２２年３月策定）」と

「茅ヶ崎市営住宅ストック総合活用計画」の一本化による計画改定作業の中で、図１のとおり、ス

トック推計プログラム値を算定していますが、契約期間満了を迎えると目標管理戸数に対して、常

に供給数が不足する状況となってしまいます。 

公営住宅法第三条（公営住宅の供給）では、「低額所得者の住宅不足を緩和するため、必要がある

と認めるときは、公営住宅の供給を行わなければならない」と規定されており対応策を定める必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行計画 計画改定(１０年間) 

Ｒ１：コンフォール浜見平第３ 借上げ +４４戸 

 

Ｒ２：小和田住宅 新設 ＋５０戸 

   香川住宅 新設計画 ＋５２戸 未実施 

高田・香川簡易住宅 老朽化による募集停止 －１０２戸 

    

図１ 市営住宅供給量の推移 
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令 和 ３ 年 度 第 １ 回 

茅ヶ崎市営住宅運営審議会 

（書面会議）諮問２号 資料 ２-1（差し替え） 諮問２号 
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３ 対応策について 

 ストック計画で定めた目標管理戸数を満足するために、令和５年３月末に契約満了を迎える「つ

つじハイム香川」を１０年間再借上契約します。 

図２のとおり、事業費シミュレーションでは、借上型市営住宅の方が、運営３５年目頃までの累

積負担額が、少なくなっています。 

 また、借上型市営住宅では、６５歳

以上を含む世帯の割合が、９８％とな

っており、契約満了後の転居誘導先に

ついては、直接建設型市営住宅でかつ

バリアフリー対応である「松林住宅

（１５戸）」や「小和田住宅（５０戸）」

への政策的空き家を確保する必要が

あります。しかしながら、現実的には

それらの住宅に空き家は無く、転居分

の戸数の空き家を確保するには、相当の時間が必要となります。 

これらを踏まえ、再借上契約期間を１０年とします。また、残り９団地の再借上契約についても、

令和５年度策定の「（仮称）市営住宅等総合活用計画」の中で検討してまいります。 

 

現況 「つつじハイム香川」 

 借上料   １９，１１０，０００円／年  

 家賃収入   ６，８４０，０００円／年(Ｒ３．４．２７現在) 

 

令和５年度以降の想定 「つつじハイム香川」 

借上料   １７，１９９，０００円／年(１０年再借上した場合、現借上料の１割減を想定)  

 家賃収入   ６，０５４，０００円／年(収入分位 1､R3近傍同種家賃､全戸対象として) 

 国庫補助金  ４，３５６，０００円／年(収入分位 1､R3近傍同種家賃､全戸対象として) 

 ※国庫補助金について、これまで「つつじハイム香川」は補助金対象外でしたが、 

  再借上することで、補助金対象となります。 

 

４ 再契約後のスケジュールについて 

 契約時の留意点として、次回の期間満了時への対応を適切に行う必要があります。小和田住宅へ

の転居誘導実績を踏まえ、契約満了の 5年前から告知を始め、転居に関する説明や希望転居先等に

ついてのヒアリングを行い、転居先の確保を行います。契約から５年以降は、１０年未満であって

も、空き室となった場合には、オーナーに返還を行うなど、入居者が円滑に他の市営住宅への転居

等ができるように、また、目標管理戸数を意識した契約条件の整理や環境整備を行ってまいります。 
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図２ 事業費シミュレーション 
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５ 他市の状況について 

自治体名 借上型住宅戸数／全戸数 再借上の有無 

神奈川県 286戸／45,487戸 無 

横浜市 3,981戸／29,973戸 有(20年) 

川崎市 439戸／17,573戸 有(10年) 

横須賀市 107戸／4,862戸 有 

相模原市 301戸／2､826戸 有(10年) 

藤沢市 317戸／1,740戸 有(10年) 

平塚市 30戸／1,413戸 有(5年) 

鎌倉市 95戸／630戸 有(10年) 

海老名市 52戸／117戸 検討中 

座間市 136戸／313戸 有(10年) 

茅ヶ崎市 ２０３戸／５８４戸 検討中 

 

６ 借上型市営住宅の契約期間について 

団地名 管理戸数 契約期間 

つつじハイム香川 ２０戸 Ｈ１５年度～Ｒ４年度 

つつじハイム菱沼 ２０戸 Ｈ１７年度～Ｒ６年度 

つつじハイム松林 １２戸 Ｈ１９年度～Ｒ８年度 

つつじハイム萩園 １２戸 Ｈ２２年度～Ｒ１１年度 

つつじハイム萩園第２ １５戸 Ｈ２２年度～Ｒ１１年度 

つつじハイム香川第２ ２０戸 Ｈ２３年度～Ｒ１２年度 

ｺﾝﾌｫｰﾙ茅ヶ崎浜見平 ２０戸 Ｈ２３年度～Ｒ１２年度 

つつじハイム西久保 ２０戸 Ｈ２５年度～Ｒ１４年度 

ｺﾝﾌｫｰﾙ茅ヶ崎浜見平第２ ２０戸 Ｈ２７年度～Ｒ１７年度 

ｺﾝﾌｫｰﾙ茅ヶ崎浜見平第３ ４４戸 Ｒ１年度～Ｒ２１年度 
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